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議  第 3 0 9 3 号 

令和４年 11 月 30 日 

 

産業建設常任委員会審査概要報告書 

 

                             委員長 酒井 善広 

 

Ⅰ 開催年月日 令和４年 11 月 16 日（水） 

Ⅱ 会 議 時 間 午後１時 00 分～午後１時 23分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎酒井 善広  ○石須 大雄  山上 尊士 

  梅島 清香   嶋川 武秀  薮中 一夫 

金森 一郎   大井 正樹  狩野 安郎 

 （◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕 坂林 永喜議長は総務文教常任委員会に出席 

        〔副 議 長〕 本田 利麻 

〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

（西條都市創造部次長が公務のため欠席） 

        〔委員外議員〕 なし 

〔事務局職員〕 高嶋 史恵  堀 泰平 

   〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 報告事項について 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

 〔都市創造部〕 

  ◦ 高岡市道路除雪実施計画（概要）について 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【高岡市道路除雪実施計画（概要）について】 

○ 歩道除雪に関して、令和４年度は前年度と比較して、機械除雪部分が 900ｍ延長

しているが、具体的にはどの箇所が延長となったのか。 

△ 石堤地内の国東橋、また、木津佐野線において、歩道除雪部分がそれぞれ延長と

なったものである。 

○ 令和４年２月、３月に除雪出動した際に、器物損壊や接触事故が重なったと記憶

しているので、降雪前に各種団体等へ安全第一に除雪をしていただくよう注意喚起



 

 2 

していただきたい。（要望） 

○ 車道除雪に関して、令和４年度は前年度と比較して、機械除雪部分が 200ｍ減少

しているが、これは今年度に廃止された部分と、要望により新たに追加された部分

を含めた上で算出されているのか。 

△ 住家のない市道について自治会と協議の上、減少した部分が 900ｍある一方で、

木津、佐野、野村地内において、新たに除雪をしてほしいという要望を受けて増加

した部分があり、合計した結果 200ｍの減少となっている。 

○ 地域ぐるみ除排雪協議会のオペレーターについて、前回の除雪実施時に事故が相

当数あったと報告を受けている。オペレーターの年齢を 70 歳以下に制限を設けた

と聞いているが、これに伴って人数に変化はあったのか。 

△ 地域ぐるみ除排雪協議会については、市内に 33 協議会あり、オペレーターの登録

数は、令和３年度 1,870人、４年度 1,933 人となっている。なお、オペレーターを

対象とした講習会については、３年度までは年に２回実施していたが、受講機会を

増やすため、４年度から年に３回実施しており、受講者数は３年度 47 名から４年

度 64名に増加している。 

○ 地域によっては大型の除雪機を貸与し、地域の方が車道部分も含めて除雪されて

いるが、そのような地域は何箇所あり、何名のオペレーター体制で実施されている

のか。 

△ 地域除雪対策協議会は、横田地区で令和３年度に設立され、オペレーター３人が

登録されている。 

△ 地域除雪に関しては、従来、業者に委託していた業務を地域の方に受けていただ

いたものであるが、トラブルもなく順調に実施することができたと伺っている。 

○ 年齢制限を設けた中においても、オペレーターが増加しているのは心強く感じて

いる。地域の要望を踏まえ、実際の稼働人数を増やしていけるよう努めていただき

たい。（要望） 

○ 平時はブルドーザーやタイヤショベルで道路の除雪を実施しているが、町内によ

ってはコの字型、ヨの字型のような入り組んだところが往々にしてある。そういっ

た自治会では、機械が入っていっても雪を捨てる場所がなく、令和３年の豪雪時に

は、何とか除雪してもらえないかという要請をいただいたところである。各地区で

は責任ある業者が順番に対応に努めているものの、緊急時の調整に苦慮しており、

個人または業者の方々が所有する２トンダンプ、４トンダンプで排出をしていただ

けないかとお願いをしている。その際に問題となるのは、ダンプにＧＰＳが付いて

いない場合、稼働状況の把握が困難になることである。豪雪時だけ急にＧＰＳを付

けるということも難しいことから、何時に出動したか、また、作業が終了したかを

市にきちんと書類を提出してもらうので、緊急時においては柔軟な除雪体制に努め

ていただきたい。また、作業に対する賃金についても考慮していただき、支払をお

願いしたい。 

△ 緊急時はＧＰＳの機械の有無に関わらず、除雪を実施する必要がある。また、Ｇ

ＰＳを装備している台数は限られており、緊急時に装備していない機械に余力があ

る場合は、出動を要請する必要があると考えている。かつては除雪車の出動状況を
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受託業者からのＦＡＸで把握していたこともあるので、緊急時ということを勘案し、

どのような方法で対応することが適当か検討していきたい。 

 

２ その他について 

〈 委員から質疑等はなかった。 〉 

 

〈 当局からの報告はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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 産業建設常任委員会 当局説明員（５名） 

都市創造部長 赤 阪  忠 良   

都市創造部次長 澤   徹   

都市創造部次長 西 條  正 輝   

都市創造部次長 
都市計画課長 

山 森  久 史   

土木維持課長 割 田  一 郎   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


